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2019 年 11 月５日 

各 位 

会 社 名 グンゼ株式会社 

代 表 者 名      代表取締役社長   廣地 厚 

      （コード：3002、東証第１部） 

本社所在地 大阪市北区梅田２丁目５番 25 号 

問 合 せ 先      コーポレートコミュニケーション部長   小倉 誠 

（TEL. 06-6348-1314） 

 

 

連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、2020 年１月１日を効力発生日として当社 100％出資の連結子会

社であるエルマ株式会社を吸収合併（以下、｢本合併｣という）することを決議しましたので、下記の通り

お知らせいたします。なお、本合併は 100％出資の連結子会社を対象とする簡易合併・略式合併であるた

め、開示事項・内容を一部省略しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

エルマ株式会社は、当社 100％出資の連結子会社であり、製造する電子部品材料を親会社である当社へ

納入しております。当社グループにおける経営の効率化及び経営資源の有効活用を目的として、完全子会

社である同社を吸収合併することといたしました。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

   合併決議取締役会    2019 年 11 月５日 

   合併契約締結日  2019 年 11 月５日 

   合併予定日（効力発生日） 2020 年１月１日（予定） 

（注）本合併は当社においては会社法第 796 条第２項の規定に基づく簡易合併であり、エルマ株式

会社においては同法 784 条第１項に規定する略式合併であるため、それぞれ合併契約承認に

関する株主総会は開催いたしません。 

（２）合併の方式 

   当社を存続会社とする吸収合併方式で、エルマ株式会社は効力発生日をもって解散いたします。 

（３）合併に係る割当ての内容 

当社はエルマ株式会社の全株式を所有しているため、本合併に際して株式その他の金銭等の割当は

ありません。 

（４）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

エルマ株式会社は新株予約権及び新株予約権付社債を発行していないため、該当事項はありません。 
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３．合併当事会社の概要（2019 年９月 30 日現在）   

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名称 グンゼ株式会社 エルマ株式会社 

（２）所在地 京都府綾部市青野町膳所１番地 京都府亀岡市余部町新堂 10 番 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 廣地 厚 代表取締役 德本 和已 

（４）事業内容 衣料品・合成樹脂製品・電子部

品・医療用具等の製造、加工及び

販売他 

電子部品の製造・加工他 

（５）資本金 26,071 百万円 35 百万円 

（６）設立年月日 1896 年８月 10 日 1998 年４月１日 

（７）発行済株式数 19,293,516 株 700 株 

（８）決算期 ３月 31 日 ３月 31 日 

（９）大株主及び持株比率 日本トラスティ・サービス信託 

銀行株式会社（信託口）20.11％ 

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）   4.51％ 

株式会社三菱 UFJ 銀行  3.38％ 

株式会社京都銀行       3.24％ 

（2019 年３月 31 日現在） 

グンゼ株式会社  100％ 

 

 

 

 

 

（2019 年３月 31 日現在） 

（１０）直近事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2019 年３月期（連結） 2019 年３月期（単体） 

純資産 111,068 百万円 △876 百万円 

総資産 169,632 百万円 281 百万円 

１株当たり純資産 6,059.06 円 △1,252,630.22 円 

売上高 140,706 百万円 1,336 百万円 

営業利益または営業損失 6,690 百万円 △264 百万円 

経常利益または経常損失 7,152 百万円 △281 百万円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益または当期純損失 
4,087 百万円 △211 百万円 

１株当たり当期純利益または 

当期純損失 
225.60 円 △301,615.54 円 

※ 吸収合併存続会社（グンゼ株式会社）は、連結配当規制適用会社であります。 

 

４．本合併後の状況 

本合併による当社の名称、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、決算期に変更はあ

りません。 

 

５．今後の見通し 

  エルマ株式会社は当社の連結子会社であるため、本合併による連結業績への影響は軽微であります。 

 

以 上 


